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昭和 60 年 5 月に男女雇用機会均等法が成立し、同年 6 月に女性差別撤廃条約を 72 番目の
条約締結国として批准した。平成 11 年 6 月に男女共同参画社会基本法が国会で可決され、





 具体的な制度として平成 4 年 4 月から育児休業制度が実施され、平成 7 年 4 月からは育
児休業給付が行われるようになり、給付額も休業前賃金の 25%から 67%まで増加した。平成
22 年 6 月からパパママ育休プラスが創設された。しかし、育児休業を取得するのは多くが
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昭和60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年 30年
労働力人口総数 女性労働力人口 労働力人口総数に占める女性割合
(万人) (%) 
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1982 1987 1992 1997 2002 2007 2012 2017
正規の職員・従業員 非正規の職員・従業員
(千人）
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り、平成 12 年度では 914 円であったが、30 年度には 1,128 円にまで上昇した（厚生労働
省,2018）。しかし厚生労働省の賃金構造基本調査では「正規の職員従業員以外」の所定内給
与額は 209 万円で、「正規の職員・従業員」の所定内給与額の 324 万円の 7 割に満たない。
正規の職員・従業員の方が、労働時間が長くなるため、実労働時間当たりの給与を計算して
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現在では約 7 割が共働き世帯となっている。図表 6 は女性の配偶関係によって年齢階級別
労働力率が変化するかどうかを表したグラフである。有配偶女性の労働力率はすべての年
齢階級で上昇しており、平成 20年には 20～24歳の有配偶女性の労働力率は 43.8%と 5割に
満たなかったが、平成 30年には 66.7%と 20ポイント以上上昇している。Ｍ字型カーブの底
の上昇の要因として、有配偶女性の労働市場への参入が考えられる。しかし、未婚の女性と
比較して有配偶女性の労働力率は、まだ低く特に若年層ではその差は顕著である。未婚の女
性の労働力率のピークは 25～29歳で 92.4%となっているが、有配偶女性の 25～29歳は 68.5%
でその差は 20 ポイント以上ある。有配偶女性の労働力率は「45～49 歳」(77.1%)が最も高






図表 6 女性の配偶関係、年齢階級別労働力率 
 











き世帯の実収入は１世帯当たり１か月 63 万 636 円、世帯主のみ働いている世帯は 51 万
9,431円となっている。 
なお、核家族共働き世帯の世帯主の勤め先収入は 45万 2,182円だが、世帯主のみ働いて
いる世帯は 46万 8,014円で、共働き世帯を上回っている。 
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差は男性を 100とすると女性は、きまって支給する現金給与額で 73.1、所定内給与額で 75.6
となった(図表 7)。正社員・正職員以外については、きまって支給する現金給与額で 77.5、




図表 7 一般労働者の正社員・正職員の賃金実態 





実労働時間数    所定内給与額 
 (千円) (千円) (千円) (時間) (時間) 
男 女
計 
356.6 323.9 1062.5 165 14 
女性 285.1 265.3 781.8 162 8 
男性 389.9 351.1 1193.1 166 16 
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図表 8 一般労働者の正社員・正職員以外の賃金実態 





実労働時間数    所定内給与額 
 (千円) (千円) (千円) (時間) (時間) 
男 女
計 
227.7 209.4 215.9 161 11 
女性 199.8 187.9 159.7 160 8 
男性 257.7 232.5 276.1 163 14 
差 77.5 80.8    




















割合が 45%という高さであり、男性での 20%と大きな差が開いている (永瀬,2007,161) 。
男性とは異なり女性は職場で様々な仕事を割り振られることは少なく、キャリアを形成し
ていくことが難しいと考えられる。 
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勤続年数 73.3 77.7 4.4 




学歴 73.7 0.4 
労働時間 74.7 1.4 
企業規模 73.6 0.3 
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図表 10 末子年齢段階別女性の雇用形態 
 












1995 年に総合職として採用された女性は 20 年後には 85.8%が離職している(厚生労働
省,2015)。企業の中核を担うことを期待された総合職であっても、就労を継続している女性







































































 総務省「社会生活基本調査」によると、平成 28年調査では、末子が就学前の男女の 1日
当たりの育児・家事関連時間は、女性が 454分、男性が 83分と、女性に大きく偏っている。 





















































































































































































































ワーク・ファミリー・コンフリクト（Work Family Conflict, 以下ＷＦＣ）とは Kahn（1964）
らが定義した role conflict という役割間葛藤の中の inter-roll conflict を発展させた













領域から仕事領域への葛藤(Family→Work Conflict :FWC)」 「仕事領域から家族領域への
葛藤(Work Family Conflict :ＷＦＣ)という 2 方向からなる概念、と定義されている













































































ティブな影響も次第に研究対象とされるようになった。藤本(2011)は Poelmans, Stepanova, 
and Mashuda(2008)の仕事と私的生活のポジティブな関係性を扱ったレビュー論文を紹介し
ている。そこでは、ワーク・ファミリー・エンリッチメント(ひとつの役割が別の役割にお










































































図表 12  ＷＬＢ周辺の概念の整理 
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ワーク・ファミリー・コンフリクトを測定するにはいくつかの尺度が存在する。その一つが
多次元的ＷＦＣ尺度である。これは Greenhaus & Beutell(1985)によって提案されたワー
ク・ファミリー・コンフリクトの 2方向、3 形態に基づき、Carlson ら(2000)が 6次元によ
り構成された多次元的ＷＦＣ尺度を開発した。この尺度は渡井(2006)により日本語版によ
























































































それぞれが回答を行うことに同意した 25～64 歳の夫婦 2,500 組、5,000 人、(2)は 25～64
歳の男女各 1,000名である。有効回答数は(1)は 1,958組 3,916名(有効回答数 78.3%)、(2)
は有効回答数男性 1,027名、女性 758名である。 


















                                                   
3 2019 年 2 月 5 日申請、2 月 7 日許可、申請番号：18948 
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４－４．分析方法 
 用いた統計ソフトウェアは、SPSSバージョン 25である。 
 まず、調査票において「仕事と私生活との関係」として聞かれている項目を用いて、ワー
ク・ライフ・バランスの指標を作成する。本調査で用いられているＷＬＢと関連するであろ
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 仮説 2：労働時間が長いほど、母親のＷＬＢは悪化する。 
 仮説 3：仕事の要求度が高まると、母親のＷＬＢは悪化する。 
 仮説 4：仕事の裁量度が低くなると、母親のＷＬＢは悪化する。 














 仮説 6：子ども数が多いほど、未就学児がいるほど、母親のＷＬＢは悪化する。 
 仮説 7：家事時間が多いほど、母親のＷＬＢは悪化する。 








𝑦𝑖 = 𝑏0 + 𝑏1𝑥1𝑖 + 𝑏2𝑥2𝑖 + ⋯ + 𝑏𝑝𝑥𝑝𝑖 + 𝜀𝑖 
𝑦𝑖 ： 各ワーク・ライフ・バランス指標(被説明変数) 
𝑥1𝑖, 𝑥2𝑖, ⋯ , 𝑥𝑝𝑖  ： 他の変数、世帯年収(説明変数) 
p ： 説明変数の個数 
𝑏1, 𝑏2, ⋯ , 𝑏𝑝 ：各変数の回帰係数 




















最小値が 20 歳であり、最大値が 59 歳となっているため、「20 歳代」「30 歳代」「40 歳





円未満、100 万円~200 万円未満、200 万円~300 万円未満、300 万円~400 万円未満、400
万円~500 万円未満、500 万円~600 万円未満、600 万円~700 万円未満、700 万円~800 万
円、800 万円~900 万円未満、900 万円~1000 万円未満、1000 万円~1200 万円未満、1200
万円~1500 万円未満、1500 万円以上の 14 段階である。分析では、「世帯の収入はない」







































                                                   
4 「非常に」0、「かなり」1、「多少」2、「全くない」3 
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の有無は、0・1 の 2 値を用いる。「平日家事時間」「休日家事時間」は、まったくしな
い、1分~15分未満、15分~30分未満、30 分~1時間未満、1時間~2時間、2時間~3時間
未満、3時間~4時間未満、4時間以上~5時間未満、5時間~6時間未満、6時間~7時間未
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６－２．ＷＬＢ指標の作成 
この 16 項目を因子分析を行うことにより、4 項目ずつ 4 グループにまとめた。グループ
名を「仕事から生活への否定的影響」「仕事から生活への肯定的な影響」「生活から仕事への
否定的な影響」「生活から仕事への肯定的な影響」と名付ける。5件法の回答を「全くない」
を 0点から「いつもある」を 4点として配点する。ワーク・ライフ・バランス指標は 4項目
の点数を単純加算することで、0点から最大 16点の 4つの指標を作成した。 
 各指標と各質問項目の平均値と標準偏差は次の通りである。 
 
図表 125 ＷＬＢ指標の記述統計 
グループ 平均値 標準偏差 
仕事から生活への否定的影響 3.84 3.30 
仕事から生活への肯定的影響 6.94 3.61 
生活から仕事への否定的影響 1.70 2.30 
生活から仕事への肯定的影響 7.34 3.88 
(n=521) 
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図表 136 ＷＬＢ指標、各質問項目の記述統計 
グループ 項目 平均値 標準偏差 
仕 事 か ら 















仕 事 か ら 








仕事を終えた後、私生活を楽しめる 2.31 1.15 




生 活 か ら 

















生 活 か ら 
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図表 17 ＷＬＢ指標のα係数 




























Pearson の相関係数 1 -.255** .233** -.161** 
有意確率 (両側)   0.000 0.000 0.000 




Pearson の相関係数 -.255** 1 -0.031 .569** 
有意確率 (両側) 0.000   0.482 0.000 




Pearson の相関係数 .233** -0.031 1 -0.047 
有意確率 (両側) 0.000 0.482   0.279 




Pearson の相関係数 -.161** .569** -0.047 1 
有意確率 (両側) 0.000 0.000 0.279   
度数 528 525 525 528 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。 
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。 
 












図表 19 独立変数とＷＬＢ指標の関連に関する一元配置分散分析(世帯所得階級) 
  f 
否定的 W_L 肯定的 W_L 否定的 L_W 肯定的 L_W 








をおこなった。分析の結果、週当たり実労働時間は否定的 W_L と肯定的 W_L と有意な傾向として関連が
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図表 20 独立変数とＷＬＢ指標の関連に関する相関分析(仕事領域) 
 r 
否定的 W_L 肯定的 W_L 否定的 L_W 肯定的 L_W 
［妻］週実労働時間 .312** -.172** -0.036 0.030 
[妻]仕事からの要求度 .440** -0.055 -0.017 0.064 
［妻］仕事の裁量度 .091* -.233** 0.054 -.116** 
職場のサポート：上司 .098* -.261** 0.043 -.199** 
職場のサポート：同僚・部下 .148** -.197** .160** -.185** 
***p<.01 **p<.05 *p<.10 
 
 両立支援制度の利用経験では、連続休暇とリフレッシュ休暇は 4 つ全ての指標で有意な違いはみられ
なかった(図表 21)。フレックスタイムは肯定的 W_L と有意な違いがみられ、ノー残業デーは肯定的 L_W
で有意な違いがみられた。ファミリーフレンドリー休暇と在宅勤務・サテライトオフィス勤務、子どもの
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図表 21 独立変数とＷＬＢ指標との関連に関する T検定(両立支援制度の利用経験) 
***p<.01 **p<.05 *p<.10 
 
末子年齢18歳以下
度数 平均値 検定 度数 平均値 検定 度数 平均値 検定 度数 平均値 検定
利用経験なし 471 3.85 X 468 6.80 ** 469 1.67 X 472 7.34 X
利用経験あり 51 3.66 51 8.06 51 2.09 51 7.43
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 439 3.80 X 436 6.84 X 440 1.75 X 440 7.21 *
利用経験あり 84 3.96 84 7.35 81 1.50 83 8.09
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 352 3.90 X 350 6.75 X 352 1.66 X 352 7.32 X
利用経験あり 171 3.69 170 7.28 169 1.82 171 7.40
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 479 3.82 X 476 6.88 X 477 1.74 X 479 7.29 X
利用経験あり 44 3.96 44 7.37 44 1.42 44 7.96
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 492 3.81 X 489 6.80 *** 490 1.72 X 492 7.32 X
利用経験あり 29 4.14 29 8.98 29 1.56 29 7.76
合計 521 3.83 518 6.92 519 1.71 521 7.34
利用経験なし 497 3.86 X 495 6.83 ** 495 1.66 X 497 7.35 X
利用経験あり 25 3.31 25 8.72 25 2.60 25 7.49
合計 522 3.83 519 6.92 520 1.71 522 7.35
利用経験なし 435 3.81 X 433 6.77 ** 432 1.76 X 435 7.26 X
利用経験あり 88 3.93 87 7.66 89 1.44 88 7.77
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 390 3.66 ** 387 6.73 ** 390 1.76 X 390 7.16 *
利用経験あり 133 4.33 133 7.48 130 1.56 133 7.90
合計 523 3.83 520 6.92 521 1.71 523 7.35
利用経験なし 431 3.86 X 428 6.75 ** 431 1.69 X 431 7.36 X
利用経験あり 91 3.66 91 7.79 88 1.84 91 7.32
























事時間である。相関分析の結果、子ども数は肯定的 W_L で有意な関係がみられた(図表 22)。平日の家事
時間は否定的 W_Lと有意な関連がみられた。休日の家事時間と、配偶者からの育児サポートは肯定的 W_L
で有意な関係がみられた。父母または義父母からの育児サポートは肯定的 W_L と否定的 L_W で有意な関
係がみられた。 
 独立したサンプルの T検定の結果、未就学児の有無は否定的 W_Lと肯定的 W_L、否定的 L_Wで有意な違
いが確認できた(図表 23)。しかし、親の同居の有無では 4 つの指標すべてで有意な違いは確認されなか
った。後の詳細な分析では親同居の有無は投入しない。 
 
図表 22 独立変数とＷＬＢ指標との関連に関する相関分析(生活領域) 
 r 
否定的 W_L 肯定的 W_L 否定的 L_W 肯定的 L_W 
子ども数 -0.045 -0.068 0.021 -0.085* 
平日の家事時間 -.087** -0.026 0.022 -0.004 
休日の家事時間 -0.024 -.104** -0.041 0.021 
育児サポート：配偶者 0.050 .154*** 0.064 0.056 
育児サポート：父母または
義父母 
0.035 .152*** 0.074* 0.033 
育児サポート：幼稚園や
保育園の人 
0.048 .138*** .135*** 0.078* 
***p<.01 **p<.05 *p<.10 
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  否定的 W_L 
度数 平均値 検定 
未就学児有
無 
無 352 3.6293 ** 
有 177 4.2503   
親同居有無 無 426 3.7690 X 





度数 平均値 検定 
未就学児有
無 
無 351 1.5360 ** 
有 176 2.0312   
親同居有無 無 424 1.6871 X 





W_L で有意な関連がみられた。夫の休日家事時間は否定的 L_Wで有意な関係がみられた。 
 
図表 24 独立変数とＷＬＢ指標との関連に関する相関分析(夫関連変数) 
  r 
否定的 W_L 肯定的 W_L 否定的 L_W 肯定的 L_W 
［夫］週実労働時間 0.027 -0.026 -0.029 -0.076* 
［夫］平日の家事時間 .086** -0.073 -0.028 -0.056 
［夫］休日の家事時間 0.013 -0.023 -0.080* 0.014 





 一元配置分散分析の結果、年代は有配偶女性の肯定的 W_L と否定的 L_W と関連していた。一方学歴は
有配偶女性の肯定的 W_Lと関連していた(図表 25)。 
  
  
  肯定的 W_L 
度数 平均値 検定 
未就学児有
無 
無 348 6.6240 *** 
有 177 7.5525   
親同居有無 無 423 6.8546 X 
有 103 7.2765   
 
  肯定的 L_W 
度数 平均値 検定 
未就学児有
無 
無 352 7.2045 X 
有 177 7.6190   
親同居有無 無 426 7.2366 X 
有 102 7.7874   
 
 
図表 23 独立変数とＷＬＣ指標との関連に関する T 検定(未就学児有無、親同居有無) 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 25 独立変数とＷＬＢ指標の関連に関する一元配置分散分析(年代・学歴) 
  f 
否定的 W_L 肯定的 W_L 否定的 L_W 肯定的 L_W 
母親の年代 0.602 4.850 *** 3.053** 0.787 
母親の学歴 0.480 2.457 ** 1.994 1.049 
***p<.01 **p<.05 *p<.10 
 
図表 26 肯定的Ｗ_L と母親の年代との関連 
 
 


















































































 仮説 1～仮説 8の検証のために行った分析結果を、図表 29～図表 32に示す。階層的重回帰分析のモデ





る変数(夫の家事時間、家族・保育園の育児サポート)を追加投入した。最後にモデル 6 でモデル 3 とモ
デル 5で投入した変数を全て投入した。 














                                                   
5 本論文では世帯年収をケース数で 3 等分し、世帯年収が最も低い層に属する世帯を低年収世帯と定義し
た。 
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図表 29  標準化係数(β) 
否定的 W_L モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 0.000   -0.002   0.024   0.024   0.015   0.007   
労働時間   0.228 *** 0.211 ***     0.255 *** 
非正規 -0.011   -0.006   0.027   
自営 0.137 *** 0.106 ** 0.109 ** 
仕事からの要求度 0.379 *** 0.396 *** 0.383 *** 
仕事の裁量度 0.064   0.036   0.047   
職場のサポート：上司   0.064     0.045   
職場のサポート：同僚・部下 0.116 ** 0.115 ** 
フレックスタイム 0.003   0.013   
ノー残業デー -0.005   -0.029   
ファミリーフレンドリー休暇 0.041   0.051   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
0.003   0.008   
子どもの看護休暇 -0.050   -0.052   
育児休業 0.017   -0.032   
短時間勤務 0.039   0.019   
子ども数    -0.037   -0.041   -0.044   
未就学児有無 0.125 ** 0.169 ** 0.212 *** 
平日の家事時間 -0.175 ** -0.162 ** 0.017   
休日の家事時間 0.119   0.127 * 0.016   
［夫］週実労働時間 0.034   0.066   0.041   
［夫］平日の家事時間     0.178 *** 0.104 * 
［夫］休日の家事時間 -0.133 ** -0.123 ** 
育児サポート：配偶者 -0.037   -0.028   
育児サポート：父母または義
父母 
-0.022   -0.057   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
-0.017   -0.015   
専門卒 0.817  -0.021   -0.017   0.126 ** 0.131 ** 0.013   
短大・高専卒 0.403  0.003   0.023   0.035   0.038   0.011   
大卒 0.491  0.018   0.017   0.068   0.078   0.043   
大学院卒 0.161  -0.016   -0.034   0.006   0.013   -0.014   
30代 0.582  0.150 * 0.185 ** 0.151   0.180 * 0.266 *** 
40代 0.472  0.186 ** 0.199 ** 0.224 ** 0.255 ** 0.336 *** 
50代 0.707   0.109 * 0.090   0.146 * 0.153 * 0.155 * 
サンプルサイズ 509  509  509  509  509  509  
調整済み決定係数 -0.004  0.235  0.237  0.015  0.028  0.248  
F値 0.762 Ⅹ 12.880 *** 7.154 *** 1.555 * 1.737 ** 5.145 *** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 30 標準化係数(β) 
肯定的 W_L モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 0.000   0.026   0.002   0.028   0.048   0.047   
労働時間  -0.194 *** -0.221 ***   -0.238 *** 
非正規 -0.006   0.012   0.013   
自営 -0.017   -0.018   -0.021   
仕事からの要求度 0.006   -0.096 * -0.072   
仕事の裁量度 -0.228 *** -0.151 *** -0.155 *** 
職場のサポート：上司   
  
 -0.161 ***   -0.173 *** 
職場のサポート：同僚・部下 -0.043   -0.006   
フレックスタイム 0.039   0.039   
ノー残業デー -0.004   -0.006   
ファミリーフレンドリー休暇 0.061   0.066   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
-0.033   -0.037   
子どもの看護休暇 0.045   0.046   
育児休業 0.059   0.035   
短時間勤務 0.018   0.026   




  -0.021   -0.019   -0.082 * 
未就学児有無 0.014   -0.075   -0.049   
平日の家事時間 0.133 * 0.119   0.033   
休日の家事時間 -0.179 ** -0.176 ** -0.071   
［夫］週実労働時間 -0.037   -0.055   -0.055   
［夫］平日の家事時間     -0.083   -0.033   
［夫］休日の家事時間 0.017   0.021   
育児サポート：配偶者 0.085   0.136 * 
育児サポート：父母または義
父母 
0.070   0.048   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.066   0.015   
専門卒 0.275   0.052   0.092   0.027   0.021   0.059   
短大・高専卒 0.132   0.030   0.059   0.047   0.053   0.074   
大卒 0.721   0.086   0.114 ** 0.072   0.056   0.055   
大学院卒 1.933 ** 0.082 * 0.096 * 0.094 * 0.076   0.069   
30代 -1.143   -0.157 * -0.191 ** -0.173 * -0.221 ** -0.221 ** 
40代 -1.874 ** -0.270 *** -0.277 *** -0.247 ** -0.249 ** -0.219 * 
50代 -2.221 ** -0.159 ** -0.149 ** -0.173 ** -0.155 * -0.096   
サンプルサイズ 506  506  506  506  506  506  
調整済み決定係数 0.025  0.096  0.162  0.027  0.034  0.154  
F値 2.622 ** 5.090 *** 4.813 *** 1.983 ** 1.917 ** 3.284 *** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 31 標準化係数(β) 
否定的 L_W モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 3.013E-05   0.007   0.027   0.000   -0.003   0.021   
労働時間  -0.051   -0.050     0.022   
非正規 -0.065   -0.082   -0.047   
自営 0.094 * 0.007   0.002   
仕事からの要求度 -0.012   -0.001   -0.024   
仕事の裁量度 0.094 ** 0.082   0.106 * 
職場のサポート：上司   -0.044     -0.061   
職場のサポート：同僚・部下 0.178 *** 0.193 *** 
フレックスタイム 0.064   0.095 * 
ノー残業デー -0.012   0.003   
ファミリーフレンドリー休暇 -0.012   -0.018   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
0.106 ** 0.129 ** 
子どもの看護休暇 -0.020   -0.016   
育児休業 -0.073   -0.139 ** 
短時間勤務 0.035   0.015   
子ども数    0.029   0.005   0.025   
未就学児有無 0.133 ** 0.087   0.067   
平日の家事時間 0.079   0.076   0.003   
休日の家事時間 -0.088   -0.079   -0.073   
［夫］週実労働時間 -0.016   -0.008   -0.051   
［夫］平日の家事時間     0.095   0.044   
［夫］休日の家事時間 -0.099 * -0.082   
育児サポート：配偶者 -0.063   -0.043   
育児サポート：父母または義
父母 
0.015   0.009   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.094   0.158 ** 
専門卒 0.040   0.012   0.015   0.007   0.013   0.035   
短大・高専卒 -0.452   -0.084   -0.088   -0.092   -0.076   -0.060   
大卒 0.173   0.027   0.010   0.021   0.038   0.048   
大学院卒 0.865   0.069   0.059   0.045   0.056   0.053   
30代 1.034 ** 0.208 ** 0.149   0.260 *** 0.239 ** 0.152   
40代 0.705   0.157   0.106   0.280 ** 0.258 ** 0.210 * 
50代 0.330   0.044   -0.032   0.143 * 0.124   0.041   
サンプルサイズ 507  507  507  507  507  507  
調整済み決定係数 0.016  0.027  0.045  0.016  0.018  0.064  
F値 2.040 ** 2.083 ** 1.937 *** 1.603 * 1.481 * 1.857 *** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 32 標準化係数(β) 
肯定的 L_W モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 0.000 - 0.019 - -0.004   0.030 - 0.032 - 0.000   
労働時間   
  
0.018 - 0.007     -0.005   
非正規 0.056 - 0.113   0.087   
自営 -0.019 - -0.002   -0.003   
仕事からの要求度 0.069 - -0.023   0.016   
仕事の裁量度 -0.128 - -0.059   -0.055   
職場のサポート：上司   
  
 -0.136 **   -0.133 ** 
職場のサポート：同僚・部下 -0.085   -0.057   
フレックスタイム -0.011   -0.008   
ノー残業デー 0.089 * 0.107 * 
ファミリーフレンドリー休暇 -0.005   -0.008   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
-0.031   -0.043   
子どもの看護休暇 0.052   0.055   
育児休業 0.078   0.079   
短時間勤務 -0.044   -0.042   
子ども数    -0.073 - -0.075 - -0.068   
未就学児有無 0.009 - -0.069 - -0.114   
平日の家事時間 -0.058 - -0.067 - -0.036   
休日の家事時間 0.092 - 0.088 - 0.104   
［夫］週実労働時間 -0.059 - -0.074 - -0.072   
［夫］平日の家事時間     -0.074 - -0.044   
［夫］休日の家事時間 0.074 - 0.076   
育児サポート：配偶者 0.054 - 0.057   
育児サポート：父母または義
父母 
-0.002 - -0.015   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.085 - 0.083   
専門卒 0.741 - 0.058 - 0.079   0.088 - 0.083 - 0.069   
短大・高専卒 -0.143 - -0.023 - -0.017   -0.011 - -0.007 - -0.026   
大卒 0.204 - 0.016 - 0.053   0.021 - 0.014 - 0.031   
大学院卒 0.931 - 0.035 - 0.039   0.057 - 0.045 - 0.036   
30代 -0.894 - -0.099 - -0.119   -0.125 - -0.156 - -0.176   
40代 -1.134 - -0.137 - -0.136   -0.147 - -0.160 - -0.187   
50代 -1.015 - -0.059 - -0.036   -0.065 - -0.064 - -0.048   
サンプルサイズ 509  509  509  509  509  509  
調整済み決定係数 -0.003  0.005  0.039  0.003  0.004  0.038  
F値 0.815 X 1.187 X 1.809 ** 1.125 X 1.093 X 1.493 ** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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７－２－２．低年収世帯のみを対象とする分析 
 仮説 1 の検討のため、ケースを低年収世帯のみに限定して同じ分析を行った。ケース数が減少するの
で、モデルの重寄与率が有意な結果は上記の分析よりも少なくなっている。 
 まず、仕事から生活へのネガティブ・スピルオーバー(否定的 W_L)について関連をみていく(図表







 次に仕事から生活へのポジティブ・スピルオーバー(肯定的 W_L)について関連をみていく(図表 34)。












 最後に生活から仕事へのポジティブ・スピルオーバー(肯定的 L_W)についてみていく(図表 36)。モデ
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図表 33 標準化係数(β) 
低年収世帯 否定的 W_L モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 0.007 - 0.082   0.091   0.037 - 0.041   0.074   
労働時間  0.229 *** 0.217 **   0.216 * 
非正規 0.273 ** 0.223 * 0.260 * 
自営 0.402 *** 0.317 *** 0.321 *** 
仕事からの要求度 0.368 *** 0.360 *** 0.391 *** 
仕事の裁量度 0.129 * 0.024   0.101   
職場のサポート：上司   0.051     0.021   
職場のサポート：同僚・部下 0.107   0.054   
フレックスタイム -0.162 * -0.139   
ノー残業デー -0.133   -0.121   
ファミリーフレンドリー休暇 -0.034   -0.038   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
-0.026   -0.011   
子どもの看護休暇 -0.049   -0.041   
育児休業 0.100   0.061   
短時間勤務 0.219 ** 0.217 * 
子ども数    0.060 - 0.082   0.053   
未就学児有無 0.244 - 0.301 ** 0.214   
平日の家事時間 -0.014 - -0.015   0.007   
休日の家事時間 -0.066 - -0.049   -0.084   
［夫］週実労働時間 -0.056 - -0.019   -0.089   
［夫］平日の家事時間     0.205 * 0.173   
［夫］休日の家事時間 -0.163   -0.214 ** 
育児サポート：配偶者 -0.049   -0.226 * 
育児サポート：父母または義
父母 
-0.182   -0.075   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.001   0.034   
専門卒 0.155 - -0.015   0.079   0.180 - 0.181 * 0.017   
短大・高専卒 0.149 - 0.002   0.122   0.183 - 0.203 ** 0.134   
大卒 0.177 - 0.108   0.136   0.201 - 0.236 ** 0.209 ** 
大学院卒 -0.001 - 0.004   -0.031   -0.047 - -0.016   0.017   
30代 0.149 - 0.133   0.209   0.240 - 0.314 ** 0.296 ** 
40代 0.149 - 0.116   0.205   0.372 - 0.357 ** 0.236   
50代 0.210 - 0.205 ** 0.228 ** 0.370 - 0.335 *** 0.299 ** 
サンプル数 159  159  159  159  159  159  
調整済み決定係数 0.003  0.221   0.237   0.045  0.073  0.313   
F値 1.064 X 4.387 *** 2.783 *** 1.520 X 1.620 * 2.605 *** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 34 標準化係数(β) 
低年収世帯 肯定的 W_L モデル１ モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 0.077 - 0.053   0.131   0.112 - 0.119 - 0.216 ** 
労働時間  -0.177 * -0.195     -0.163   
非正規 -0.159   -0.118   -0.203   
自営 -0.091   -0.068   -0.026   
仕事からの要求度 0.011   -0.223 ** -0.204 * 
仕事の裁量度 -0.246 *** -0.126   -0.078   
職場のサポート：上司   -0.211 *   -0.121   
職場のサポート：同僚・部下 -0.080   -0.185   
フレックスタイム 0.137   0.115   
ノー残業デー 0.139   0.068   
ファミリーフレンドリー休暇 0.031   -0.009   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
0.013   -0.013   
子どもの看護休暇 0.206 ** 0.220 ** 
育児休業 -0.019   -0.035   
短時間勤務 -0.006   0.055   
子ども数    0.047 - 0.044 - 0.078   
未就学児有無 -0.180 - -0.267 - -0.294 * 
平日の家事時間 0.101 - 0.081 - -0.096   
休日の家事時間 -0.144 - -0.145 - -0.065   
［夫］週実労働時間 0.171 - 0.131 - 0.282 ** 
［夫］平日の家事時間     
  
 -0.117 - -0.057   
［夫］休日の家事時間 0.011 - 0.038   
育児サポート：配偶者 0.094 - 0.216   
育児サポート：父母または義
父母 
0.000 - -0.206   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.085 - 0.074   
専門卒 0.034 - 0.080   0.127   0.076 - 0.075 - 0.184   
短大・高専卒 -0.029 - 0.021   0.026   -0.011 - -0.014 - 0.023   
大卒 0.006 - 0.000   0.049   -0.007 - -0.012 - -0.013   
大学院卒 0.168 - 0.142 * 0.176 ** 0.159 - 0.162 - 0.236 ** 
30代 -0.173 - -0.148   -0.092   -0.284 - -0.335 - -0.230   
40代 -0.294 - -0.249 ** -0.277 ** -0.451 - -0.468 - -0.421 ** 
50代 -0.177 - -0.133   -0.085   -0.270 - -0.270 - -0.169   
サンプル数 159  159  159  159  159  159  
調整済み決定係数 0.023  0.068  0.196  0.042  0.023  0.174  
F値 1.469 X 1.865 ** 2.394 *** 1.476 X 1.187 X 1.737 ** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 35 標準化係数(β) 
低年収世帯 否定的 L_W モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 -0.189 - -0.154 - -0.204 - -0.207 - -0.212 - -0.245 - 
労働時間  -0.007 - -0.013 -   0.077 - 
非正規 -0.129 - -0.113 - -0.116 - 
自営 0.034 - -0.066 - -0.124 - 
仕事からの要求度 -0.063 - -0.079 - -0.128 - 
仕事の裁量度 0.168 - 0.121 - 0.194 - 
職場のサポート：上司   -0.048 -   -0.116 - 
職場のサポート：同僚・部下 0.202 - 0.211 - 
フレックスタイム -0.071 - -0.044 - 
ノー残業デー 0.122 - 0.209 - 
ファミリーフレンドリー休暇 -0.044 - -0.052 - 
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
0.171 - 0.259 - 
子どもの看護休暇 0.047 - 0.107 - 
育児休業 -0.124 - -0.277 - 
短時間勤務 -0.081 - -0.226 - 
子ども数    0.049 - 0.046 - 0.109 - 
未就学児有無 0.258 - 0.280 - 0.276 - 
平日の家事時間 0.055 - 0.048 - 0.132 - 
休日の家事時間 -0.076 - -0.068 - -0.168 - 
［夫］週実労働時間 -0.020 - -0.020 - -0.099 - 
［夫］平日の家事時間     0.021 - -0.005 - 
［夫］休日の家事時間 -0.053 - -0.074 - 
育児サポート：配偶者 -0.162 - -0.078 - 
育児サポート：父母または義
父母 
0.111 - -0.018 - 
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
-0.002 - 0.202 - 
専門卒 0.021 - 0.039 - 0.010 - 0.025 - 0.029 - 0.101 - 
短大・高専卒 -0.031 - -0.018 - -0.044 - -0.032 - -0.025 - -0.022 - 
大卒 0.086 - 0.085 - 0.098 - 0.081 - 0.095 - 0.172 - 
大学院卒 -0.015 - 0.003 - -0.055 - -0.039 - -0.029 - -0.021 - 
30代 0.181 - 0.174 - 0.155 - 0.253 - 0.247 - 0.277 - 
40代 0.073 - 0.086 - 0.060 - 0.313 - 0.282 - 0.334 - 
50代 0.160 - 0.182 - 0.094 - 0.319 - 0.287 - 0.247 - 
サンプル数 158  158  158  158  158  158  
調整済み決定係数 0.013  0.023  -0.011  0.026  0.000  0.048  
F値 1.266 X 1.273 X 0.937 X 1.288 X 1.000 X 1.175 X 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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図表 36 標準化係数(β) 
低年収世帯 肯定的 L_W モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 
世帯年収 -0.031 - -0.058 - -0.023   -0.007 - 0.015 - 0.030   
労働時間  0.008 - -0.026     -0.104   
非正規 -0.195 - -0.106   -0.258 * 
自営 -0.258 - -0.148   -0.181   
仕事からの要求度 -0.051 - -0.208 ** -0.102   
仕事の裁量度 -0.178 - -0.069   -0.105   
職場のサポート：上司   -0.312 ***   -0.124   
職場のサポート：同僚・部下 -0.083   -0.232 * 
フレックスタイム 0.145   0.159   
ノー残業デー 0.132   0.091   
ファミリーフレンドリー休暇 -0.006   -0.045   
在宅勤務・サテライトオフィ
ス勤務 
0.073   0.023   
子どもの看護休暇 0.166 * 0.200 * 
育児休業 0.156   0.167   
短時間勤務 -0.067   -0.014   
子ども数    -0.087 - -0.098 - 0.006   
未就学児有無 -0.061 - -0.247 - -0.214   
平日の家事時間 -0.155 - -0.190 - -0.362 ** 
休日の家事時間 0.169 - 0.178 - 0.345 ** 
［夫］週実労働時間 0.112 - 0.058 - 0.205 * 
［夫］平日の家事時間     -0.145 - -0.146   
［夫］休日の家事時間 0.061 - 0.117   
育児サポート：配偶者 0.142 - 0.178   
育児サポート：父母または義
父母 
0.030 - -0.106   
育児サポート：幼稚園や保育
園の人 
0.203 - 0.085   
専門卒 0.100 - 0.158 - 0.181 * 0.095 - 0.104 - 0.186   
短大・高専卒 -0.032 - 0.018 - 0.019   -0.064 - -0.067 - -0.055   
大卒 0.005 - -0.001 - 0.015   -0.013 - -0.033 - -0.035   
大学院卒 0.059 - 0.050 - 0.073   0.038 - 0.031 - 0.095   
30代 -0.126 - -0.082 - -0.041   -0.182 - -0.287 - -0.200   
40代 -0.185 - -0.123 - -0.061   -0.253 - -0.280 - -0.195   
50代 -0.144 - -0.114 - -0.038   -0.183 - -0.184 - -0.059   
サンプル数 159  159  159  159  159  159  
調整済み決定係数 -0.014  0.009  0.174  -0.013  0.000  0.199  
F値 0.734 X 1.106 X 2.214 *** 0.859 X 1.003 X 1.878 ** 
*** p<.01 ** p<.05 * p<.10 
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